
労働者等のキャリア形成・生産性向上に資する教育訓練開発プロジェクト
～Recurrent Training program for improving worker’s career and productivity（RETRY project）～

○ 人口減少局面を迎える中、我が国の持続的な経済成長のため、労働者一人一人の労働生産性向上が不可欠。
○ 労働者の能力開発に当たっては、産業界等のニーズを踏まえることに加え、出産・育児から職場復帰を図る女性、

非正規雇用の若者等、キャリア形成における課題等に焦点を当てた教育訓練等の支援を行うことが必要。
○ 現状では、専門実践教育訓練においてそのような実践的な教育訓練は質量ともに十分とはいえないことから、

キャリア形成上の課題解決を通じて労働者のキャリアアップに資する教育訓練プログラム及びキャリアコンサルティ
ング等の支援の在り方について、産業界等との連携や職業能力評価基準の活用等を通じて集中的に開発・普及し、
専門実践教育訓練給付制度における継続的な活用を図る。

【実施イメージ】

労働者等のキャリア形成・生産性向上に資する教育訓練開発の推進（RETRYプロジェクト）

本人の希望に応じたキャリア形成の実現
（キャリアアップ、再就職等）

※ 成果は、全国の教育訓練機関に展開するとともに、
専門実践教育訓練給付制度の対象プログラムとして、
継続的に活用

キャリア形成上の課題の解決を通じた労働者のキャリアアップに資する
－教育訓練プログラム（カリキュラム）

ex.育児から職場復帰を図る女性に対する託児付き講座/サービス業等における正規転換に向けた講座等

－それに付随して受講効果を高めるための労働者支援
ex.ジョブ・カードを活用したキャリアコンサルティングの実施等

について、産業界との連携や職業能力評価基準の活用等を通じて開発

● 教育訓練機関に対し、以下の対象者/分野を設定した教育訓練プログラム
の開発を委託（計８プロジェクト）

・非正規雇用から正規雇用への転換を図る若者等
・出産・育児からの職場復帰（キャリアアップ）を図る女性
・生産性向上のための高度ＩＴ人材育成、中高年のキャリアアップ 等

● １プロジェクト当たり年２千万円を上限として、最大３年間委託

≪ライフステージにおけるキャリア形成上の課題（例）≫
・若者：非正規雇用から正規雇用に転換するために、手に職を付けて資格をとりたい。
・育児中の女性：子供が大きくなったので、前職の経験を活かし更なるスキルアップをした上で再就職したいが、育児と教育訓練の両立が困難。

本事業の問い合わせ先

厚生労働省職業能力開発局

キャリア形成支援課 03-5253-1111(内線5390）



RETRYプロジェクト～事業ロードマップ（イメージ）～

受託した教育訓練機関等においては、以下の流れで労働者のキャリアアップ・生産性向上に資する教育訓練プログ
ラムを開発・実施。

・１年目：検討委員会を設置し、産業界の人材ニーズ把握及びそれに基づく教育訓練プログラム等を検討・開発
・２～３年目：開発した教育訓練プログラム等の試行実施・検証・見直し、実施状況分析、成果の全国普及

【事業実施イメージ】

事業概要

キャリア形成上の課題解決を
通じて労働者のキャリアアップ・
生産性向上に資する
・教育訓練プログラム
・キャリアコンサルティング等の
支援の在り方

について、産業界との連携や職
業能力評価基準の活用等を通
じて集中的に開発

（課題テーマ（想定する対象者））
・非正規雇用から正規雇用への転
換を図る若者等

・出産・育児からの職場復帰・キャリ
アアップを図る女性

・その他（高度IT人材養成、中高年
のキャリアアップ等）

１年目（29年度） ２年目（30年度） ３年目（31年度）

産業界の人材
ニーズ調査・把握

教育訓練プログラム
等の開発

教育訓練プログラム等
試行実施

プログラムの
分析・検証

プログラム改善方策
確立、実施結果の

分析・総括

成果の
普及

人材ニーズの提供、検討委員会への参画、実務家教員
の派遣等を通じてプログラム開発に積極的関与

産業界

国

有識者の知見を得ながら、プログラム開
発の進捗確認、必要な助言・指導を実施

産業界の参画を得て設置する検討委員会の開催



｢労働者等のキャリア形成・生産性向上に資する教育訓練開発プロジェクト事業｣ メニューイメージ

以下のようなメニューについて、キャリア形成上の課題の解決に資する教育訓練プログラムを開発し、専門実践教育訓練
給付等として普及することで、労働者のキャリアアップを支援するとともに、我が国の生産性向上に資する産業分野で求
められる人材の育成を推進する計画。

○インターンシップ型（仮称）

企業でのインターンシップ（2週間から1ヶ月程度を想定）を組み
込んだプログラム

○ｅ－ラーニング型（仮称）

原則としてｅ－ラーニング形態で実施されるプログラム

女性活躍関係（２メニュー）

3

出産・育児等により一時的にキャリアを中断した女性で職場復帰を
希望する者等を対象に、職場復帰の過程におけるキャリア形成上の
課題を把握し、その解決に資する効果的、特徴的な教育訓練プログ
ラムを開発。

中高年関係（２メニュー）

45歳以上の者(以下｢中高年｣という。)のうち、転職によるセカンド
キャリアの形成を希望する者等を対象に、円滑なキャリアチェンジ
を支援するため、キャリアチェンジにおける課題を把握し、その解
決に資する効果的、特徴的な教育訓練プログラムを開発。

○事務系型（仮称）

長く事務系総合職としてキャリアを培ってきた中高年の活躍が期
待される業種・職種への円滑なキャリアチェンジを可能とする知
識・技能を習得するプログラム

○技術系型（仮称）

長く技術系専門職としてキャリアを培ってきた中高年の活躍が期
待される業種・職種への円滑なキャリアチェンジを可能とする知
識・技能を習得するプログラム

非正規雇用関係（１メニュー）

○正社員転換・転職型（仮称）

正社員転換又は正社員としての再就職が想定される業種・職種を念
頭にそこで必要とされる知識・技能を習得するプログラム

非正規雇用労働者であって正社員への転換または転職を希望する者
を対象に、キャリア形成上の課題を把握し、その解決に資する効果
的、特徴的な教育訓練プログラムを開発。

ＩＴ分野（３メニュー）

○ITエンジニア等の最新技術アップデート型（仮称）

一定程度、ITやネットワークに係る知識・技能を有する者が第4次
産業革命(AI、IoT、ビッグデータ)に係る分野の中堅・高度のシス
テムエンジニアとして活躍することが可能となるよう、最新の高度
IT技術に係る知識・技能を習得するプログラム

○ものづくり技術者の高度IT技術習得型（仮称）

今後の第4次産業革命の到来に向けてものづくり分野の技術者とし
てのキャリアを培ってきた者が、高度IT技術を活用した製品の企
画・開発を行うために必要となる知識・技能を習得するプログラム

○IT初級者の段階的なIT資格取得型（仮称）

IT技術について未習又は初級レベルにある者が、段階的にIT技術を
習得することを通じてより高度なIT資格を取得し、IT企業等におけ
る正社員就職等のキャリアアップを実現するためのプログラム

今後の高度IT分野における人材需要を踏まえ、一定程度の知識・技
能を有する者、ものづくり分野の技術者、IT初級者それぞれを対象
に、IT分野でのキャリアアップに資する効果的、特徴的な教育訓練
プログラムを開発。

※平成29年度予算案に基づく現時点のイメージであり、今後変更がありうるもの


